
令和５年度スポーツ活動等普及奨励助成事業「先導的モデル推進事業」

一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団

（事業名）
登別市地域クラブ推進事業
（地域とともにある文化・スポーツの振興を目指して）

（事業の目的）

学校部活動に代わり、市立中学校に通う誰もが参加できる登別市地域クラブを設立し、生徒が希望
するスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる環境を整備します。

（成果目標：令和７年度）
現在活動している学校部活動（１３種目）の全ての休日の活動を、登別市地域クラブの活動として

実施します。

（実施体制）
○主催：一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団

地域クラブ事業部会（登別市のスポーツ協会や文化協会、市立中学校校長等）
○連携：登別市、登別市教育委員会

（安全に実施するための配慮）

・指導者への救急救命やコンプライアンス等の研修実施

・指導者資格の取得支援
・会員や指導者のスポーツ安全保険への加入



令和５年度スポーツ活動等普及奨励助成事業「先導的モデル推進事業」

一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団 令和５年度 7,636千円

事業名：登別市地域クラブ推進事業
（地域とともにある文化・スポーツの振興を目指して）

【令和7年度末の成果目標】

部活動の種別・参加人数
１）種別：１３種（スポーツ１０、文化芸術３） ２）実参加者数：６９３人（令和７年度目標値８０％）

【目的】

登別市地域スポーツのあり方検討委員会の提言を踏まえ、登別文化・スポーツ振興財団が、市立中学校に通う
誰もが参加できる「登別市地域クラブ」を設立し、生徒が希望するスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこ
とができる環境を整備する。

＜令和５年度実施状況＞
・登別市地域クラブの設立（３種目）
・休日の試行開始
・生徒や保護者、地域への周知、啓発
・指導者及び会員の募集

＜令和６年度計画＞
・地域クラブの拡充（５種目）
・平日の活動開始（２種目）
・休日の試行（３種目）
・多様な活動の場の検討
・救急救命やコンプライアンス等の研修

＜令和７年度計画＞
・地域クラブの拡充（１３種目）
・休日の全活動を地域クラブへ移行
・平日の活動種目の拡大（４種目）
・多様な活動の場の検討・実施
・救急救命やコンプライアンス等の研修

サッカーの合同練習 合唱チームの練習 野球の合同練習



City of Noboribetsu

「学校」の枠にとらわれず、子どもたちにとって望ましい
文化環境・スポーツ環境を整えるため

中学生の新しい活動の場
「登別市地域クラブ」を設立・運営

地域とともにある文化・スポーツの振興を目指して
一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団（北海道）

（公）スポーツ安全協会 スポーツ活動等普及奨励助成事業（先導的モデル推進事業）

地域クラブは、学校単位では
なく、市全体を対象とした一つのチーム。
学校に関わらず参加できるため、選択肢が
広がり、希望する活動が可能に！！

【活動内容】 主に学校の体育館やグラウンドを
活用することとしているものの、違う学校の場合
も。特に平日の活動は、移動手段が限られている
ため、市教委と連携して巡回バスを運行します

【活動場所】

地域で募集した専門的な知識
や技能をもった方が指導者に。指導を希望
する教員が参加する場合も。

【指導者】 指導者への謝金や事務局運営費な
ど、新たな経費が発生。持続可能な体制構築を図
るため、会費などを負担していただきます

【経費負担】

登別市地域クラブによって何か変わる？登別市地域クラブによって何か変わる？
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保険の
加入

連携

生徒 中学校体育館・グラウンド等

活動場所

・加盟団体会員
・小中学校教員
（兼職兼業の届出）

・市民等

指導者
会場への
移動

登別市地域クラブ
運営主体：

登別市文化・スポーツ振興財団

地域クラブ事業委員会
スポーツ協会、文化協会、スポーツ
少年団本部、中学校の関係者 等

・指導者の確保、調整
・活動場所の確保、利用調整
・学校や指導者等との連絡調整
・スケジュール管理 等

市教委

中学校

文化・スポーツ協会
スポーツ少年団等

地域おこ
し協力隊

連
絡
調
整

指導員の
協力依頼

希望する活動の
会場への移動

・加入
・会費等
の納入

文化活動 （健康づくり・スポーツ）

総括コーディ
ネーター

登別市地域クラブのイメージ登別市地域クラブのイメージ
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【平日・休日】
野球 サッカー

【休日】 【平日】
ソフトテニス ♫合唱

令和６年度中の活動開始に向けて準備中

バレーボール 卓球

令和６年度の活動チーム令和６年度の活動チーム


